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株主の皆様へ

代表取締役グループ代表
会長兼社長執行役員・CEO

熊谷 正寿
インフラ・金融事業が牽引し、高水準の利益を創出

GMOインターネットグループは「GMOイズム」という共通の
価値基盤に基づき、100年単位で継続する企業グループと
なるべく、長期目線の経営を進めています。進行期から長期目
線の経営を進めるなかで、国際会計基準（IFRS）での四半期
業績開示をスタートしています。詳しくは「トピックス」をご覧
ください。
当第1四半期は増収増益の決算となり、売上は四半期最高、
事業利益もVC事業の投資損益を除く、四半期ベースで最高
益を創出することができました。業績を牽引したのは、インフラ
事業と金融事業でいずれも四半期最高業績を更新しています。
当社グループの強みは「岩盤ストック収益」です。AIの普及が
追い風となり、今後も岩盤ストック収益は構造的に拡大する
見込みです。
注力領域であるセキュリティ、AI・ロボティクスでは、「ネットの
セキュリティもGMO」プロジェクトのもと、三菱UFJ銀行さま、
Preferred Networksさまとの合弁会社が始動し、2026年
3月開催の「GMO大会議2026春」では産官学連携の重要性
が改めて浮き彫りとなりました。また、2026年を「ヒューマ
ノイド元年」と位置付け、第一想起ブランドの確立と社会実装
を推進するなか、JALグランドサービスさまとの国内初となる
空港でのヒューマノイド実証実験が海外メディアにも取り上げ
られるなど、高い注目を集めています。
今後も持続的成長、企業価値の拡大を目指してまいります。
株主の皆さまには今後も格別のご理解とご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

「100年単位で
継続する企業グループ」
へ向けて



連結業績ダイジェスト（2026年1月1日　 2026年3月31日）

▼セグメント別の概況 （単位百万円、カッコ内は前年同四半期比増減率）

▼第1四半期決算のポイント

（前年同期比32.0%増）（前年同期比13.3%増）

81,604百万円 19,387百万円

47,735（11.8%増）売上収益

14,311（37.1%増）売上収益

12,323（24.3%増）事業利益

6,597（79.9%増）事業利益

インターネットインフラ事業

インターネット金融事業

インターネットセキュリティ事業

インターネット広告・メディア事業

暗号資産事業

インキュベーション事業

6,257（15.5%増）売上収益

9,117 （1.6%減）売上収益

1,513（42.4%減）売上収益

△181 （ − ）投資損益

364 （9.6%減）事業利益

848 （6.1%減）事業利益

210（78.9%減）事業利益

△318 （ − ）事業利益

当第1四半期

売上収益 事業利益



クローズアップサマリー

▼株主還元
四半期配当：期初方針に基づき21.2円の配当

（単位：円） １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ 配当総額

2026年 21.2 — — — 21.2

2025年 17.6 16.8 9.5 8.1 52.0

▼トピックス
IFRS開示移行に伴い「事業利益」を採用

当社では、配当性向33％を目途に四半期配当を実施してお
ります。業績予想を非開示とする金融事業を含むため、本年
度も連結業績予想は開示しておらず、同様に配当予想額も開
示しておりません。配当額については四半期決算ごとに開示
を行う予定です。

当社は、2025年度の有価証券報告書より通期決算にIFRS
（国際財務報告基準）を任意適用し、2026年度第1四半期決
算からIFRSにもとづく開示へ完全移行しました。
しかしIFRSにおける営業利益は、従前の日本基準で営業外損
益や特別損益となっていた一時的・偶発的項目が含まれてしま
うことから、これを排除した「事業利益」を新たなKPIとして採用
しました。事業利益には、継続的な事業活動による実力値として
の業績が適切に反映されますので、株主・投資家の皆様には、
その推移や変化をご覧いただくことで、当社グループ事業の成
長性や企業価値にかかわる状況をより的確に把握される一助
になると考えております。

J-GAAP
営業利益

のれん
非償却

VC事業
時価評価など

IFRS
事業利益

一時的/
偶発的項目
J-GAAPでの
営業外・

特別項目に相当

（億円）

IFRS
営業利益
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株主総会レポート
2026年3月19日（木）、

「バーチャルオンリー株主
総会」により、当社2025
年12月期定時株主総会
を開催しました。本開催に
おいて、株主総会資料（株
主総会参考書類、事業報
告、監査報告、計算書類、連結計算書類）の提供は、原則とし
てウェブサイト上の公開のみとさせていただきました。

今回は、定款一部変更（保
険業および少額短期保険
業に関する事業目的の追
加など）、取締役（監査等委
員であるものを除く）5名
選任、監査等委員である取

締役3名選任が議案に挙げられました。株主の皆様のご理解
とご協力により、予定通り報告と質疑・採決を行い、全議案の
可決をもって終了しました。ここにあらためて感謝申し上げ
ます。
株主の皆様よりアンケートを通じてお寄せいただいたご意
見・ご要望を踏まえ、今後も株主総会のあり方を検討し、改
善を重ねてまいります。

株主総会に関する
情報については、
こちらからご確認ください。

ライブ配信の録画は、
こちらからご確認
いただけます。

https://ir.group.gmo/stock/shareholder/

https://www.youtube.com/live/znBq1YNRKsc?si=y6-yKqHhjfdxpVQY



株主さま向けインフォメーション
お問い合わせ先

（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

（受付時間：土日祝祭日及び会社休業日を除く平日10:00～18:00）

専用ホームページ https://yutai.gmo/ig/
お問い合わせ先 03-6633-4355

● 株主優待はこちら（GMOインターネットグループ株式会社 株主優待事務局）

定時株主総会開催のご報告
2026年3月19日（木）、バーチャルオンリー形式にて、
2025年12月期定時株主総会を開催いたしました。

この結果、当期の役員構成は以下のとおりとなりました。

代表取締役グループ代表
会長 兼 社長執行役員・CEO 熊谷　正寿

取締役
グループ副社長執行役員・CFO（公認会計士）
グループ代表補佐

安田　昌史

取締役
グループ副社長執行役員・COO
グループ代表補佐

西山　裕之

取締役
グループ副社長執行役員 相浦　一成

取締役
グループ副社長執行役員
グループ代表補佐

伊藤　　正

取締役（監査等委員） 松井　秀行
独立社外取締役（監査等委員） 郡司掛　孝
独立社外取締役（監査等委員） 増田　　要
独立社外取締役（監査等委員） 小武守 純子

0120-782-031（フリーダイヤル）

● 株式事務手続きはこちら（三井住友信託銀行株式会社 証券代行部）

第1号議案 定款一部変更の件
第2号議案 取締役（監査等委員であるものを除く。）

５名選任の件
第3号議案 監査等委員である取締役3名選任の件




